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春風をもって人に接し、秋霜をもって自らを慎む  佐藤一斎 

 

 どうぞよろしくお願いいたします 

  

先月15日、染谷市長より教育長の辞令をいただきました。責任の重さとやりがい

を感じました。７年間の教育へのブランクはありますが、その間の経験やつながり

をもとに、職務を遂行していきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 私の大切にしてきたこと、「和顔の春風 律する秋霜」です。温かく包み、同時に

自らを律し、市民にとって安心と挑戦ができる環境づくりをしていきたいと考えて

います。未来への責任を果たす教育行政を進められたらなと思っています。 

 社会環境は目まぐるしく変わっています。しかし、人間の発達は変わっていませ

ん。人間は、おぎゃあと生まれすぐにしゃべったり、歩いたりはできません。そこ

には、段階を追った育ちがあり、家族を含め周囲の大人のかかわりが必要です。そ

の過程で、多くのことを獲得していきます。子どもは、学びによっていろいろなこ

とを身につけていくことになります。子どもの発達を考えた教育活動を進めていき

たいと考えています。「子どもの声をていねいに聞く」「一人一人のよさや可能性を

認める」「挑戦を支え、失敗から学べる環境をつくる」「教職員や地域も笑顔を広げ

る」「教職員の力を発揮できる」「子どもを地域とともに育てる」このような姿勢を

もっていたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 人生豊かにするために、趣味も大切です。趣味の世界で私は、もう一つの顔（名

前）があります。50年ちかく「月の輪熊八」という高座ネームで活動してきていま

す。この趣味は、一人では成立しません。相手あってのものになります。居場所づ

くりの会場、公民館講座、小学校の落語教室など、お声をかけていただき、落語を

披露しています。「次も聞いてみたいな」という感想を持っていただけると幸いです。

現状、複数年続いている高座が、10団体ほどあります。うれしい限りです。この職

に就きましたので、２刀流はなかなか難しいと思っています。業務の様子を見なが

ら、活動を進めていこうと思っています。落語をやる人だから、常に面白い人間か

と思われても困ります。いたって、根は真面目です。笑顔が出るように、心整えて

いきたいと思っています。 

  

 平和について考える ～島田空襲被爆者慰霊のつどい～ 

  

今から81年前の昭和20年７月26日午前８時34分、扇町に爆弾が投下され、多くの

犠牲者と甚大な被害がでました。この爆弾が、米軍の原爆投下部隊が原爆投下訓

練で使用した長崎型原爆の模擬爆弾の一つであったことがわかったのは、平成3年

のことでした。 

令和８年８月14日 

島田市教育委員会だより  

教育長 服部正美 春風秋霜８月号 



 毎年、７月26日には、島田空襲被爆者慰霊のつどいが行われています。平和への

誓いを島田第二小学校の６年２名が、発表しました。「平和は、楽しいこと、笑える

こと、笑顔でいれること。」「今日より明日をいい日にしよう、仲良く過ごす。」と平

和について自分の考えを述べました。 

 ボーイスカウト金谷第１団の２名が、「島田市平和都市宣言」の朗読をしました。

「島田市平和都市宣言」を知っていますか。平成26年８月15日の平和祈念式典で公

表されました。日常の尊さ、次世代への継承、緑豊かな島田市の未来を誓う内容に

なっています。島田市ホームページをご覧ください。 

◆ 「島田市平和都市宣言」の一部を紹介します。 

「おはよう：「おはようございます」 

「いってきます」「いってらっしゃい 気をつけてね」 

なにげないあいさつを 交わしあえるよろこび 

それは 平和という宝もの 

でも それは争いや災害など 多くの苦しみや悲しみを乗り越えた 

強さや優しさによって 築きあげ まもられてきたこと 

 

 

中長期的に教育環境の変化が見込まれる中、いま何にどの順番で手を入れるのが

良いのか。教育の専門家ではない私ですが、小さな会社を預かる立場から、限られ

た資源をどう生かすのか考えてみました。  

将来が読みにくいときほど、手を止めがちです。ただ、先送りにも見えないコス

トがあります。だからこそ「投資を控える」ではなく「効率よく投資する」視点が

要ると思います。今居る子どもたちに役立ち、かつ将来的な学校のあり方の変化に

も対応しやすい選択をしたらどうでしょうか。 

具体的には、優先順位を三つに分けて考えてみます。第一に緊急的措置。雨漏り

など安全に関わる経年劣化は最優先です。第二に高効率投資。トイレの洋式化は公

衆衛生と学習への集中のしやすさに直結し、便器の移設がしやすい点も強みです。

第三に質的投資。体育館や特別教室の空調は子どもの健康に即効性があり、中長期

的な教育環境の変化後も地域の財産として生かせます。判断軸は、数的効率（移設

可能性や活用期間の柔軟さ）と質的効率（影響度や緊急性、教育効果）の掛け合わ

せだと思います。  

限られた予算と将来の不確実性は、「投資しない理由」ではなく「賢く選ぶ理由」

と捉え、現在への責任と、これからの教育の姿への柔軟性を両立できるよう、様々

な方からのお知恵に学びながら、できる方法を一緒に探っていければと思います。 

肘かけ椅子          

「学校施設改修について」 

               教育委員 森下真琴  

 


